




その他のタイトル Surveys about the cause of visual impairments
of students in special needs schools and
























校と中学校 48 校の児童 241 人と生徒 57 人より回答を得た。視覚障害原因は先天素因、未熟児
網膜症、原因不明の順に、部位別には網膜疾患、眼球全体、視神経視路疾患の順に多かった。 
 
研究成果の概要（英文）：The ninth quinquennial survey of students in schools for the 
visually impaired in Japan took place in 2010. Through a questionnaire, data were 
collected from 3,375 students in 70 schools for the visually impaired. In the etiology, 51.4% 
of the students were distributed in prenatal influences, 18.7% in retinopathy of 
prematurity, 12.7% in undetermined, and 8.1% in general diseases. The rates of students 
classified with the sites and types of affection were 50.1% in retina, 20.8% in eyeball, and 
15.7% in optic nerve, optic pathway, and cortical visual centers. From similar quinquennial 
survey in special classes for the visually impaired in Japan, data were collected from 241 
pupils and 57 students in 155 elementary schools and 48 secondary schools. In the etiology, 
55.4% of the students were distributed in prenatal influences, 21.5% in retinopathy of 
prematurity, and 11.7% in undetermined. The rates of students classified with the sites and 
types of affection were 41.3% in retina, 26.9% in eyeball, and 10.1% in optic nerve, optic 
pathway, and cortical visual centers.  
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に移行した。平成 20 年 5 月 1 日現在、視覚
障害を対象とする特別支援学校は 70 校(分
校 2 校を含む)であり、その他、山口県の総
合特別支援学校 14 校(分校 2 校含む)で視 
覚障害のある児童生徒の支援を行っている。
また、平成 20 年 5 月 1 日現在の弱視特別支
















































該当事項について 2010 年 7 月 1 日現在にお
ける状況の記入を主に担当教諭に依頼し、小



















て、2010 年の在籍者は幼稚部が 242 人
(7.17％)、小学部 642 人(19.02％)、中学部
508 人(15.05％)、高等部 833 人(24.68％)、










性 1,284 人 (不明 82 人) で、その比率は








在籍者の年齢分布は、3-5 歳が 221 人
(6.55％)、6-12 歳が 789 人(23.38％)、13-15
歳が 505 人(14.96％)、16-18 歳が 522 人
(15.47％)、19-21 歳が 257 人(7.61％)、22-30








類である盲（0.02 未満）、準盲（0.02 以上 0.04
未満）、重度弱視（0.04 以上 0.1 未満）、軽度
弱視（0.1 以上 0.3 未満）、視力上からは特別
な配慮を必要としない（0.3 以上）で区分す
ると、全体では、視力 0.02 未満が 1,193 人
（35.35％）、0.02 以上 0.04 未満が 274 人
（8.12％）、0.04 以上 0.1 未満が 547 人
（16.21％）、0.1 以上 0.3 未満が 595 人















































































学校が 155 校，中学校が 48 校であった。児
童が 241 人、生徒が 57 人で、総数は 298 人
であった。前回(2005 年)調査の 260 人と比較
すると 38 人の増加である。これらのうちい
わゆる一人学級は小学校で 129校（83.2％）、















満が 29 人(9.7%)、0.02 以上 0.04 未満が 8人
(2.7%)、0.04 以上 0.1 未満が 48 人(16.1%)、
0.1 以上 0.3 未満が 93 人(31.2%)、0.3 以上
が 110 人(36.9%)、視力不明が 10 人(3.4%)と
なり、2005 年調査まで認められた 0.1 以上
0.3 未満の群におけるピークが、より視力の






者 20 人中 11 人が絶対盲である。このほか、
光覚が 4 人と手動弁が 3 人、指数弁が 1 人、
0.02 が 1 人であった。0.02 の点字使用者は
錐体杆体ジストロフィで中心暗点がある。ま
た、絶対盲 13 人中 11 人が点字使用者、2 人
が文字指導困難であった。光覚(5 人)では点
字使用が 4 人で、残り 1 人は文字指導困難、
手動弁(4 人)は点字使用が 3 人で、残り 1 人
は文字指導困難、指数弁(2 人)は点字使用が
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